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日
本
易
学
連
合
会
主
催
・
二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
共
催

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
孔
子
を
祭
る
―
日
本
に
お
け
る
孔
子
祭
典
―
」

町　
　
　

泉
寿
郎

一　

緒
言

報
告
者
は
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
十
一
月
、
懐
徳
堂
記
念
会

秋
季
特
別
講
座
に
お
い
て
「
湯
島
聖
堂
と
漢
学
の
近
世
近
代
」
を

発
表
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
国
指
定
の
史
跡
湯
島
聖
堂
の
歴
史

を
繙
き
、
特
に
近
代
以
降
の
変
遷
に
つ
い
て
重
点
を
置
い
て
湯
島

聖
堂
を
通
し
て
近
世
近
代
に
お
け
る
漢
学
の
断
絶
と
連
続
を
略
述

し
た
。
湯
島
聖
堂
は
言
う
ま
で
も
な
く
孔
子
祭
祀
（
釈
奠
）
の
た

め
の
施
設
で
あ
り
、
本
年
は
儒
教
の
始
祖
孔
子
（
紀
元
前
五
五 

二
～
四
七
九
）の
歿
後
二
千
五
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た
る
。

そ
こ
で
今
回
は
孔
子
祭
祀
に
焦
点
を
当
て
て
近
世
近
代
に
お
け
る

漢
学
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

二　

中
国
の
釈
奠

中
国
に
お
い
て
先
聖
・
先
師
を
祭
る
釈
奠
は
長
い
歴
史
を
有
す

る
。
伊
藤
東
涯
の
名
著
『
制
度
通
』
巻
十
一
の
「
釈
奠
」
の
記
載

を
主
な
材
料
と
し
て
、
そ
の
沿
革
を
見
て
お
こ
う
。『
礼
記
』
の

文
王
世
子
第
八
に
、「
凡
そ
学
、
春
は
官
、
其
の
先
師
に
釈
奠
し
、

秋
冬
も
亦
た
か
く
の
如
く
す
。
凡
そ
始
め
て
学
を
立
つ
る
者
は
、

必
ず
先
聖
・
先
師
に
釈
奠
す
（
原
漢
文
）」
と
い
う
規
定
が
あ
る
。

釈
奠
と
は
、祭
祀
の
際
に
供
物
を
置
く
こ
と
に
由
来
す
る
名
称
で
、

釈
も
奠
も
供
物
を
「
置
く
」
こ
と
を
意
味
す
る
。「
先
聖
」
と 

は
周
公
旦
も
し
く
は
孔
子
の
こ
と
を
指
す
と
そ
の
注
に
見
え
て 

い
る
。

漢
代
を
通
じ
て
儒
教
の
国
教
化
に
と
も
な
い
孔
子
に
対
す
る
敬

近
世
・
近
代
日
本
に
お
け
る
孔
子
祭
祀　

│
湯
島
聖
堂
の
近
世
近
代
│

近世・近代日本における孔子祭祀 ― 町泉寿郎

3



重
の
度
が
加
わ
り
孔
子
の
子
孫
に
も
爵
禄
を
賜
っ
た
が
、
孔
子
祭

祀
は
そ
の
故
郷
で
あ
る
魯
の
曲
阜
で
執
り
行
わ
れ
て
お
り
、
国
家

の
中
央
教
育
機
関
に
お
い
て
孔
子
が
釈
奠
の
祭
祀
対
象
と
な
る
こ

と
は
漢
代
に
は
な
か
っ
た
。
つ
い
で
魏
の
斉
王
（
少
帝
、
在
位
二

三
九
～
二
五
四
）
の
代
、
正
始
二
年
（
二
四
一
）
二
月
に
『
論
語
』

を
通
読
し
、
太
常
の
役
人
を
派
遣
し
て
都
洛
陽
の
太
学
内
の
辟
雍

に
お
い
て
太
牢
の
礼
（
牛
・
羊
・
豕
を
供
え
る
祭
祀
）
を
以
て
孔

子
を
祀
り
、
併
せ
て
高
弟
顔
回
を
孔
子
に
配
享
し
た
（『
三
国
志
』

魏
書
四
）。

太
牢
の
礼
を
以
て
行
わ
れ
る
釈
奠
は
、
供
物
と
し
て
生
贄
を
捧

げ
る
大
規
模
で
鄭
重
な
祭
祀
で
あ
り
、
そ
こ
ま
で
大
規
模
な
準
備

を
せ
ず
犠
牲
や
幣
帛
を
省
略
し
野
菜
を
供
え
る
祭
祀
は
「
釈
菜
」

と
呼
ば
れ
た
。
中
国
と
日
本
で
は
食
習
慣
が
異
な
り
、
ま
た
生
贄

を
捧
げ
る
こ
と
も
仏
教
信
仰
等
の
理
由
か
ら
好
ま
れ
な
か
っ
た
の

で
、
犠
牲
も
鹿
・
豕
・
兎
に
代
え
た
り
、
鯉
鮒
に
代
え
て
行
わ
れ

た
。
或
い
は
、
釈
奠
と
呼
ん
で
い
て
も
実
際
に
は
釈
菜
に
よ
る
場

合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
釈
奠
が
執
行
さ
れ
る
日
取
り
は
、

『
礼
記
』
月
令
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
仲
春
の
上
丁
の
日
と
あ
る
が
、

隋
・
煬
帝
の
時
の
よ
う
に
四
季
の
仲
月
の
上
丁
の
日
に
行
っ
た
時

期
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
唐
代
に
更
に
規
定
が
整
備
さ
れ
、
春
秋

二
仲
、
旧
暦
の
二
月
と
八
月
の
上
丁
の
日
に
行
わ
れ
て
き
た
。

唐
代
に
は
孔
子
へ
の
追
贈
が
続
き
、
孔
子
が
聖
人
と
し
て
祀
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
太
宗
の
貞
観
二
年
（
六
二
八
）
に

房
玄
齢
ら
の
議
に
よ
っ
て
先
聖
と
し
て
周
公
旦
を
祀
る
こ
と
を
止

め
、孔
子
を
先
聖
と
し
て
祀
り
顔
回
を
配
享
す
る
こ
と
に
改
め
た
。

同
十
四
年
（
六
四
〇
）
に
は
国
子
学
に
太
宗
が
行
幸
し
て
釈
奠
に

臨
ん
だ
。
同
二
十
一
年
（
六
四
七
）
に
は
孔
子
廟
に
先
師
と
し
て

歴
代
の
経
学
者
二
十
二
人
（
左
丘
明
、
卜
子
夏
、
公
羊
高
、
穀
梁

赤
、
伏
勝
、
高
堂
生
、
戴
聖
、
毛
萇
、
孔
安
国
、
劉
向
、
鄭
衆
、

杜
子
春
、
馬
融
、
盧
植
、
鄭
玄
、
服
虔
、
何
休
、
王
肅
、
杜
元
凱
、

范
寗
、
賈
逵
）
を
配
享
し
た
。
こ
れ
が
孔
子
廟
に
諸
儒
を
従
祀
す

る
始
ま
り
で
あ
る
。

更
に
玄
宗
の
開
元
二
十
七
年
（
七
三
九
）
に
は
そ
れ
ま
で
尼
父

や
宣
父
と
呼
ば
れ
て
い
た
孔
子
に
文
宣
王
が
追
諡
さ
れ
る
。
開
元

年
間
（
七
一
三
～
七
四
一
）
に
孔
門
の
高
弟
七
十
人
（
七
十
弟
子
）

の
画
像
を
描
い
て
こ
れ
を
前
述
の
二
十
二
賢
の
上
位
に
据
え
て
従

祀
し
た
。
ま
た
孔
子
の
子
孫
が
嗣
文
宣
王
に
封
じ
ら
れ
、
主
要
な

高
弟
（
十
哲
）
に
も
公
侯
伯（
１
）の
爵
位
が
追
贈
さ
れ
た
。

宋
代
以
降
は
孔
子
の
尊
重
が
更
に
進
ん
で
至
聖
文
宣
王
と
な
り

（
一
〇
〇
二
年
）、
元
代
に
は
大
成
至
聖
文
宣
王
と
な
っ
た
（
一
三

〇
七
年
）。
ま
た
孟
子
が
合
祀
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
一
〇
八

四
年
）。
明
代
に
は
従
祀
さ
れ
る
範
囲
が
更
に
広
が
り
、
漢
唐
の

儒
家
の
み
な
ら
ず
、
宋
学
諸
儒
か
ら
明
代
の
薛
敬
軒
・
陳
白
沙
・

王
陽
明
ら
ま
で
が
従
祀
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
釈
奠
の
祭
祀
対
象
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は
、
そ
の
時
々
の
儒
学
思
潮
を
如
実
に
反
映
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

三　

日
本
古
代
の
釈
奠

日
本
で
釈
奠
が
行
わ
れ
た
記
録
が
残
る
の
は
、
文
武
天
皇
の
大

宝
元
年
（
七
〇
一
）
二
月
丁
巳
の
日
に
行
わ
れ
た
の
が
最
初
で
、 

『
続
日
本
紀
』
に
そ
の
記
録
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
二
度
に
わ
た
っ
て
入
唐
し
た
吉
備
真
備
（
六
九
五
？
～

七
七
五
）
が
釈
奠
の
整
備
に
功
績
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る（
２
）。

唐
・
玄

宗
の
七
三
二
年
に
「
開
元
礼
」
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に

釈
奠
の
規
定
（
巻
五
十
四
、
国
子
釈
奠
於
孔
宣
父
）
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
持
ち
帰
っ
た
吉
備
真
備
が
こ
の
規
程
を
参
照
し
て

釈
奠
の
儀
式
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
３
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
同

時
代
中
国
の
釈
奠
が
か
な
り
正
確
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

八
世
紀
半
ば
に
整
備
さ
れ
た
釈
奠
に
は
、
称
徳
天
皇
が
神
護
景

雲
元
年
（
七
六
七
）
二
月
に
大
学
に
行
幸
し
て
釈
奠
を
行
わ
せ
て

い
る
（『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
八
）。
更
に
吉
備
真
備
が
副
使
を
務

め
た
天
平
勝
宝
中
の
遣
唐
使
に
加
わ
っ
た
経
験
を
持
つ
大
学
助
教

膳
大
丘
が
、
神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
七
月
に
唐
で
孔
子
が
文

宣
王
と
称
さ
れ
て
い
る
の
に
倣
っ
て
日
本
で
も
孔
子
の
呼
称
を
改

め
る
べ
き
で
あ
る
と
奏
上
し
、
こ
れ
が
容
れ
ら
れ
て
日
本
で
も
文

宣
王
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（『
続
日
本
紀
』
巻
二
十
九
）。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
を
例
外
と
し
て
、
文
宣
王
と
な
り
「
南

面
」
す
る
地
位
に
昇
っ
た
孔
子
廟
に
天
皇
が
行
幸
し
て
こ
れ
を
拝

す
る
こ
と
は
そ
の
後
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
中
国
と

日
本
に
お
け
る
王
権
と
儒
教
の
関
係
の
相
違
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

そ
の
後
、
十
世
紀
初
頭
の
『
延
喜
式
』
巻
二
十
「
大
学
寮
」
に

も
日
本
に
定
着
し
た
形
の
釈
奠
の
様
子
が
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

祭
祀
対
象
は
、
先
聖
文
宣
王
と
先
師
顔
回
に
、
九
哲
を
配
享
（
要

す
る
に
孔
子
と
十
哲
）。
先
聖
・
先
師
に
奏
上
す
る
祝
文
は
漢
音

で
音
読
さ
れ
た
。
釈
奠
の
儀
式
は
、「
陳
設
」
と
い
っ
て
廟
堂
に

孔
子
像
を
祀
っ
て
祭
器
に
供
物
を
盛
っ
て
献
饌
す
る
こ
と
や
、「
饋

享
」
と
い
っ
て
幣
帛
を
捧
げ
た
り
、
祝
詞
を
奏
上
し
た
り
、
神
酒

を
飲
ん
だ
り
、供
物
を
捧
げ
て
、そ
れ
を
一
緒
に
い
た
だ
く
と
い
っ

た
一
連
の
祭
祀
が
儀
式
の
中
心
に
な
る
。
そ
の
後
に
、「
講
論
」

と
い
っ
て
儒
教
経
典
の
講
義
や
論
議
が
行
わ
れ
、
更
に
酒
食
を
伴

う
「
百
度
座
」「
宴
座
」
か
ら
な
る
。
時
代
が
進
ん
で
平
安
朝
に

な
る
と
、「
陳
設
」「
饋
享
」
と
い
っ
た
供
物
を
盛
っ
た
り
そ
れ
を

分
配
す
る
と
い
っ
た
祭
祀
部
分
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
き
、
本
来
は

付
属
的
な
も
の
で
あ
っ
た
宴
の
部
分
が
肥
大
化
し
て
宴
の
場
で
作

る
詩
文
な
ど
に
重
点
が
移
っ
て
い
っ
た（
４
）。
そ
の
他
、「
晴
儀
」
と 

近世・近代日本における孔子祭祀 ― 町泉寿郎
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「
雨
儀
」
と
い
っ
て
、
当
日
の
天
候
に
よ
っ
て
本
式
・
略
式
に
行

わ
る
規
定
も
あ
っ
た
。

四　

江
戸
時
代
の
釈
奠
―
湯
島
聖
堂
そ
の
ほ
か

次
に
、
江
戸
時
代
の
釈
奠
に
移
る
。
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一

六
五
七
）が
不
忍
池
畔
の
忍
岡
に
幕
府
か
ら
下
賜
さ
れ
た
別
邸
に
、

尾
張
藩
の
初
代
徳
川
義
直
が
孔
子
像
を
寄
進
し
て
、寛
永
九
年（
一

六
三
二
）
に
こ
こ
に
孔
子
廟
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
が
後
の
湯
島

聖
堂
の
起
源
で
あ
り
、
翌
年
（
一
六
三
三
）
に
三
代
将
軍
家
光
が

こ
れ
に
礼
拝
し
た
こ
と
が
聖
堂
官
立
化
の
淵
源
と
な
る
。
天
皇
の

場
合
に
は
容
易
で
は
な
い
孔
子
廟
参
拝
が
、
将
軍
の
場
合
は
容
易

に
実
現
す
る
。
林
家
家
塾
の
員
長
を
務
め
た
犬
塚
印
南
の
『
昌
平

志
』（『
日
本
教
育
文
庫
』
に
活
字
所
収
）
は
よ
く
知
ら
れ
た
資
料

で
あ
る
が
、
国
会
図
書
館
所
蔵
写
本
は
挿
図
が
豊
富
で
、
寛
永
年

間
の
忍
岡
の
林
家
別
邸
の
様
子
を
描
き
そ
の
中
に
は
孔
子
廟
も
あ

る
。こ
の
絵
の
よ
う
に
、当
時
は
ま
だ
小
さ
な
施
設
に
過
ぎ
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る（
５
）。

但
し
林
鵞
峰
（
一
六
一
八
～
一
六
八
〇
）
に
よ

れ
ば
、
徳
川
義
直
は
『
三
才
図
会
』
宮
室
に
所
収
の
黄
帝
合
宮
図

に
倣
っ
て
建
設
し
た
と
言
う
が（
６
）、『

昌
平
志
』
の
挿
図
は
こ
れ
を

反
映
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。

こ
の
時
期
に
、
林
羅
山
が
狩
野
山
雪
に
描
か
せ
た
二
十
一
幅
か

ら
な
る
聖
賢
画
像
は
、
そ
の
原
画
が
筑
波
大
学
に
残
っ
て
い
る
。

二
十
一
人
の
聖
賢
大
儒
と
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
三
皇
）
伏
羲
、
神
農
、
黄
帝

（
聖
帝
）
堯
、
舜
、
禹
、
湯
王
、
文
王
、
武
王
、
周
公
、
孔
子

（
四
配
）
顔
回
、
曽
参
、
子
思
、
孟
子

（
六
大
儒
）�

邵
康
節
、
程
伊
川
、
周
敦
頤
、
程
明
道
、
張
載
、

朱
熹

孔
子
の
周
囲
に
従
祀
さ
れ
る
四
配
は
、
そ
れ
ぞ
れ
従
祀
さ
れ
始

め
る
時
期
が
ま
ち
ま
ち
で
、
顔
回
が
上
述
の
よ
う
に
魏
・
正
始
二

年
（
二
四
一
）、
曽
参
が
唐
・
太
極
元
年
（
七
一
二
）、
孟
子
が
上

述
の
よ
う
に
北
宋
・
元
七
年
（
一
〇
八
四
）、
子
思
が
南
宋
・
咸

淳
三
年
（
一
二
六
七
）
の
こ
と
で
あ
る
。
四
配
が
セ
ッ
ト
で
従
祀

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
・
嘉
靖
九
年
（
一
五
三
〇
）
に

こ
の
四
者
の
封
号
を
改
め
て
復
聖
顔
回
・
宗
聖
曽
参
・
述
聖
子
思
・

亜
聖
孟
子
と
い
う
同
格
の
「
聖
」
に
列
せ
ら
れ
た
時
に
始
ま
る
よ

う
で
あ
る
。
羅
山
は
こ
の
時
に
描
か
せ
た
二
十
一
幅
の
中
か
ら
、

四
配
に
加
え
て
宋
代
の
大
儒
た
ち
六
人
を
聖
堂
（
先
聖
殿
）
の
中

に
従
祀
し
た
。
こ
の
こ
と
は
羅
山
が
朱
子
学
に
結
実
す
る
宋
代
の

学
問
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
示
す
も
の
と
言
え
る
。

二
代
林
鵞
峰
は
徳
川
幕
府
の
立
場
か
ら
見
た
通
史
『
本
朝
通 

鑑
』
を
完
成
さ
せ
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
こ
れ
が
完
成
し

た
奉
告
祭
と
し
て
釈
奠
を
挙
行
し
た
際
、『
庚
戌
釈
菜
記
』
を
ま
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と
め
て
い
る
。
こ
の
歴
史
書
の
完
成
は
林
家
の
幕
府
儒
官
中
に
お

け
る
地
位
確
立
の
契
機
と
な
っ
た
が
、
釈
奠
に
お
い
て
も
同
書
の

編
纂
事
業
が
画
期
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
庚
戌
釈
菜
記
』

は
国
立
公
文
書
館
に
残
っ
て
お
り
、
祭
祀
対
象
と
し
て
は
中
央
の

聖
像
と
あ
る
と
こ
ろ
が
孔
子
の
座
で
、
左
右
に
四
配
、
そ
れ
か
ら

右
に
紹
介
し
た
宋
代
の
六
大
儒
を
祀
る
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
孔
子
と
四
配
と
六
大
儒
が
殿
内
に
従
祀
さ
れ
る
と
い
う

形
が
、
湯
島
聖
堂
で
は
そ
の
後
長
く
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

そ
の
後
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
五
代
将
軍
綱
吉
は
忍
岡

の
孔
子
廟
を
改
め
て
、
新
た
に
湯
島
に
孔
子
廟
を
建
設
す
る
。
忍

岡
の
林
家
別
荘
は
、
江
戸
鎮
護
の
た
め
に
創
建
さ
れ
た
東
叡
山
寛

永
寺
の
何
十
万
坪
も
の
広
い
境
内
の
南
端
に
位
置
す
る
五
千
坪
余

り
の
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
寺
域
の
隅
で
孔
子

を
祀
る
形
で
は
幕
府
の
儒
教
尊
崇
の
意
図
を
広
く
一
般
に
示
す
に

十
分
で
な
い
と
判
断
さ
れ
、
新
た
な
場
所
に
聖
堂
を
建
設
し
幕
府

直
轄
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
現
在
ま
で
残
る
湯
島
聖
堂

で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
約
百
年
後
の
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
、
聖
堂

の
傍
ら
に
あ
っ
た
林
家
家
塾
を
拡
張
し
て
、
昌
平
坂
学
問
所
と
い

う
幕
府
直
轄
の
漢
学
教
育
機
関
が
開
設
さ
れ
る
。
元
禄
中
に
は
幕

府
直
轄
の
聖
堂
（
孔
子
廟
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
百
年
後
に

直
轄
の
学
問
所
と
な
っ
て
更
に
規
模
が
拡
大
す
る
。
寛
政
の
改
革

の
一
環
と
し
て
昌
平
坂
学
問
所
が
開
設
さ
れ
る
と
、
新
た
に
岩
村

藩
大
給
家
か
ら
出
て
林
家
を
継
い
だ
林
述
斎
（
一
七
六
八
～
一
八

四
一
）
の
も
と
で
、
釈
奠
も
さ
ら
に
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
寛
政

十
二
年
中
秋
の
「
釈
奠
記
」
に
は
か
な
り
詳
細
な
式
次
第
が
記
録

さ
れ
て
い
る（
７
）。

ま
た
林
述
斎
の
も
と
で
作
ら
れ
た
昌
平
坂
学
問
所

に
関
す
る
記
録
で
あ
る『
昌
平
学
分
類
雑
載
』（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
）

に
は
、
釈
奠
の
執
行
に
関
す
る
極
め
て
詳
細
な
規
定
が
残
さ
れ
て

い
る
。
儀
式
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
場
合
に
、
様
々
な
イ
レ

ギ
ュ
ラ
ー
な
ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば

天
皇
が
崩
御
し
た
年
は
延
期
す
る
の
か
、
水
戸
徳
川
公
が
亡
く

な
っ
た
場
合
に
は
ど
う
す
る
か
、
近
く
で
火
事
が
あ
っ
た
場
合
に

は
ど
う
す
る
か
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
、
前
例
が

参
照
さ
れ
て
細
か
な
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

『
昌
平
学
分
類
雑
載（
８
）』
の
内
容
上
の
特
徴
と
し
て
は
、
幕
府
直

轄
学
校
の
権
威
化
と
い
う
問
題
と
密
接
に
関
係
し
て
、
孔
子
祭
祀

儀
礼
「
釈
菜
」
執
行
に
関
す
る
記
録
が
巻
頭
に
置
か
れ
、
か
つ
分

量
的
に
も
多
く
、
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
幕
府
に
提

出
す
る
釈
菜
の
執
行
伺
に
は
、
決
ま
っ
て
「
上
ヲ
奉
祝
」
の
語
が

使
用
さ
れ
、
林
大
学
頭
に
と
っ
て
湯
島
聖
堂
の
釈
菜
が
将
軍
の
善

政
を
称
賛
す
る
意
味
合
い
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
改
め
て

気
付
か
さ
れ
る
。

特
に
述
斎
が
寛
政
五
年
に
林
家
養
子
と
な
り
大
学
頭
を
継
承
し
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て
以
降
の
釈
菜
記
録
は
精
彩
が
あ
り
、
述
斎
の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意

と
、
幕
府
文
教
の
柄
を
秉
る
能
吏
の
素
質
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の

こ
ろ
聖
堂
は
天
明
の
大
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
お
り
、
そ
の
再
建

は
寛
政
十
一
年
の
こ
と
で
あ
り
、
聖
像
は
災
害
時
に
当
番
大
名
が

厨
子
ご
と
搬
出
す
る
慣
例
で
あ
っ
た
か
ら
問
題
な
い
も
の
の
、
祭

器
類
も
焼
失
し
て
俄
か
拵
え
の
「
仮
仕
切
」
の
場
所
で
「
略
式
釈

菜
」
を
執
行
す
る
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
不
十
分
な
施
設
で 

あ
っ
て
も
寛
政
八
年
秋
の
「
略
式
釈
菜
」
は
、
学
問
所
学
に
お
け

る
学
問
奨
励
策
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
て
、
出

席
者
か
ら
の
寄
附
が
大
幅
に
増
え
た
。
同
年
春
の
釈
菜
に
銀
二
両

（
百
二
十
匁
）
寄
附
し
た
者
が
、
秋
の
釈
菜
の
寄
付
金
は
金
百
匹 

（
一
分
）
に
増
額
し
た
な
ど
と
記
し
て
い
る
の
が
、
時
勢
の
変
化

を
感
じ
さ
せ
る
。

と
こ
ろ
で
、
祭
祀
対
象
の
様
式
に
は
、
中
国
と
日
本
で
微
妙
な

違
い
が
あ
っ
た
。
中
国
に
お
い
て
は
明
・
嘉
靖
九
年
（
一
五
三
〇
）

に
従
来
の
塑
像
か
ら
木
主
と
呼
ば
れ
る
木
製
の
位
牌
の
よ
う
な
形

式
に
変
え
ら
れ
て
い
く
。
ま
た
孔
子
像
を
祀
る
場
合
で
も
、
中
国

で
は
概
ね
立
像
が
多
い
が
、
日
本
で
は
仏
像
を
作
る
仏
師
た
ち
が

作
る
こ
と
も
あ
っ
て
座
像
が
多
い（
９
）。

古
い
歴
史
を
持
つ
足
利
学
校

や
、
湯
島
聖
堂
、
閑
谷
学
校
、
佐
賀
県
の
多
久
聖
廟
な
ど
は
の
ち
の

ち
ま
で
座
像
を
採
用
し
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
後
に
諸
藩
に
開
設

さ
れ
た
藩
校
な
ど
で
は
木
主
を
用
い
る
施
設
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

五　

明
治
以
降
の
湯
島
聖
堂

次
に
明
治
以
降
の
湯
島
聖
堂
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
明
治

新
政
府
に
接
収
さ
れ
た
湯
島
聖
堂
と
昌
平
坂
学
問
所
は
、
文
部
省

の
管
轄
下
に
入
り
、学
問
所
を
改
め
て
こ
こ
に
大
学
が
置
か
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
た
に
加
入
し
た
国
学
者
と
従
来
の
漢
学
者
と

の
間
に
、
祭
祀
対
象
を
め
ぐ
る
い
わ
ゆ
る
「
学
神
祭
論
争
」
を
惹

起
す
る
。
国
学
者
た
ち
は
天
皇
親
政
の
世
と
な
り
神
道
の
権
威
が

高
ま
り
、
神
道
の
神
（
八
意
思
兼
命
）
を
新
し
く
祀
る
と
言
い
、

そ
れ
と
従
来
の
孔
子
の
祭
り
を
支
持
す
る
漢
学
者
の
対
立
が
深
刻

化
し
、
こ
れ
が
原
因
と
な
っ
て
大
学
自
体
が
休
校
（
さ
ら
に
廃
止
）

に
な
っ
て
し
ま
う（

（1
（

。

休
校
に
な
る
直
前
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
五
月
に
、
大
学

に
明
治
天
皇
が
行
幸
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

諸
大
臣
た
ち
も
参
列
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
行
幸
が
計

画
さ
れ
た
時
、
昌
平
坂
学
問
所
教
授
の
生
き
残
り
で
大
学
の
中
博

士
を
務
め
て
い
た
芳
野
金
陵（
一
八
〇
三
～
一
八
七
八
）ら
が「
大

学
御
臨
幸
御
次
第
取
調
」
を
命
じ
ら
れ
て
式
次
第
を
立
案
し
て
い

る
。
そ
の
時
に
作
成
さ
れ
た
文
書
に
よ
れ
ば（

（1
（

、
天
皇
行
幸
の
際
に

釈
奠
を
行
い
、
和
漢
学
者
が
そ
れ
ぞ
れ
和
漢
書
を
講
義
し
、
詩
会

を
開
く
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
天
皇
親
政
の
時
代
を
迎
え 
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て
、
一
千
百
年
ぶ
り
に
再
び
天
皇
が
釈
奠
に
臨
む
か
と
思
わ
れ
た

が
、
行
幸
自
体
が
中
止
さ
れ
釈
奠
も
実
施
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。

か
く
て
、
そ
の
後
約
四
十
年
に
亙
っ
て
湯
島
聖
堂
の
釈
奠
は
途
絶

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

湯
島
聖
堂
以
外
に
も
、
各
藩
校
な
ど
幕
藩
権
力
に
よ
る
官
立
学

校
の
中
に
は
孔
子
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
施
設
は
少
な
く
な
か
っ
た

が
、
明
治
以
降
は
公
教
育
機
関
に
お
け
る
宗
教
行
事
が
基
本
的
に

禁
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
孔
子
祭
祀
は
日
本
中
か
ら
急
速
に
姿

を
消
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
天
皇
と
国
民

の
君
臣
関
係
を
紐
帯
と
す
る
国
家
形
成
が
進
め
ら
れ
、
御
真
影
へ

の
崇
拝
が
義
務
付
け
ら
れ
て
も
い
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
新
体
制

の
も
と
で
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
浸
透
し
た
儒
教
は
打
倒
さ
れ
断

絶
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
新
し
く
組
み
替
え
ら
れ
て
い
く
部
分
が

あ
り
、儒
教
倫
理
は
形
を
変
え
つ
つ
存
続
し
て
い
く
の
に
比
べ
て
、

孔
子
祭
祀
と
い
う
儒
教
が
古
く
か
ら
持
つ
宗
教
性
の
部
分
は
急
速

に
廃
れ
て
い
っ
た
。
湯
島
聖
堂
は
図
書
館
や
博
物
館
の
よ
う
な
陳

列
・
収
蔵
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
、
孔
子
祭
祀
は
一
度
も
行
わ
れ

な
か
っ
た
。
約
四
十
年
後
の
孔
子
祭
復
活
ま
で
の
間
、
基
本
的
に

権
力
者
が
主
催
し
参
加
す
る
よ
う
な
公
的
な
孔
子
祭
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
日
露
戦
争
後
の
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に

東
京
高
等
師
範
学
校
の
教
職
員
の
中
か
ら
湯
島
聖
堂
に
お
け
る
孔

子
祭
（
釈
奠
）
復
活
を
求
め
る
声
が
上
が
り
、
同
年
末
か
ら
翌
年

（
一
九
〇
七
）
初
め
に
東
京
高
等
師
範
学
校
の
嘉
納
治
五
郎
校
長

の
主
導
に
よ
っ
て
孔
子
祭
典
会
が
結
成
さ
れ
、
湯
島
聖
堂
に
お
け

る
孔
子
祭
祀
が
復
活
す
る
。
そ
の
第
一
回
は
明
治
四
十
年
四
月
二

十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
儒
教
の
宗
教
行
事
と
し

て
の
釈
奠
で
は
な
く
、「
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
普
及
を
孔
子
に

感
謝
す
る
祭
り
」
と
い
う
意
義
付
け
の
孔
子
祭
典
と
し
て
復
活
す

る
の
で
あ
る
。
従
来
か
ら
釈
奠
の
儀
式
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
供

物
を
捧
げ
る
な
ど
の
形
式
が
全
く
廃
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
祭
祀
の
意
味
付
け
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
言
え
る
。

次
い
で
、
今
か
ら
百
年
ほ
ど
前
の
こ
と
に
な
る
が
、
大
正
中
期
、

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
、
孔
子
祭
典

会
は
、
明
治
十
年
代
に
発
足
し
た
財
団
法
人
斯
文
学
会
や
、
研
経

会
、
東
亜
学
術
研
究
会
、
漢
文
学
会
と
い
っ
た
中
国
古
典
研
究
・

漢
文
教
育
に
関
す
る
諸
団
体
と
と
も
に
統
合
さ
れ
て
財
団
法
人
斯

文
会
が
新
た
に
開
設
さ
れ
、
湯
島
聖
堂
に
お
け
る
孔
子
祭
祀
も
斯

文
会
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
今
日
に
至
る
。

六　

孔
子
歿
後
二
千
四
百
年
記
念
式
典

１　

日
本
各
地
の
孔
子
二
千
四
百
年
記
念
式
典

斯
文
会
が
創
設
さ
れ
て
四
年
後
の
一
九
二
二
年
、
今
か
ら
ち
ょ
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う
ど
百
年
前
、
孔
子
歿
後
二
千
四
百
年
を
記
念
し
た
大
き
な
式
典

が
湯
島
聖
堂
で
挙
行
さ
れ
た
。
湯
島
聖
堂
だ
け
で
な
く
全
国
各
地

の
団
体
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
開
催
順
に
拾
っ
て
み

よ
う（

（1
（

。
佐
賀
県
の
多
久
聖
廟
で
は
、
四
月
十
一
日
に
開
か
れ
、
そ
の
頃

に
新
設
さ
れ
た
旧
制
佐
賀
高
等
学
校
の
生
駒
萬
治
校
長
が
講
話
を

行
っ
て
い
る
。

鹿
児
島
で
は
、
元
旦
に
渡
部
董
之
介
七
高
校
長
が
新
聞
に
孔
子

祭
典
会
発
足
の
希
望
を
述
べ
、
三
月
に
第
七
高
等
学
校
造
士
館
内

に
孔
子
祭
典
会
が
設
け
ら
れ
、
漢
文
科
の
教
授
を
長
年
務
め
た
山

田
準
（
山
田
方
谷
養
孫
、
三
島
中
洲
門
）
が
幹
事
を
務
め
、
四
月

十
七
日
に
七
高
講
堂
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
御
真
影
を
奉

安
し
て
い
る
場
所
に
高
台
を
据
え
て
「
至
聖
先
師
孔
夫
子
神
位
」

と
記
し
た
木
主
を
置
き
、渡
部
董
之
介
校
長
が
祭
文
を
読
み
上
げ
、

多
く
の
詩
歌
が
献
詠
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
記
念
講
演
会
で
は
、
渡

部
校
長
の
講
演
に
続
い
て
、
服
部
宇
之
吉
が
招
か
れ
て
「
孔
夫
子

と
儒
教
」
を
講
演
し
て
い
る
。
併
せ
て
聖
像
や
先
哲
遺
墨
な
ど
二

五
〇
点
余
り
を
集
め
た
展
覧
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
服
部
は
翌

十
八
日
に
も
東
本
願
寺
別
院
で
「
現
代
思
潮
に
就
て
」
を
講
演
し

て
い
る
。

新
潟
県
長
岡
市
で
は
五
月
三
日
に
大
正
記
念
長
岡
市
立
互
尊
文

庫
を
会
場
と
し
て
、
第
四
回
孔
子
祭
典
が
開
か
れ
た
。
記
念
講
演

会
で
は
服
部
宇
之
吉
門
下
で
、
こ
の
こ
ろ
朝
鮮
総
督
府
で
仕
事
を

し
て
い
た
高
橋
亨
が
「
西
洋
思
想
と
儒
教
」
を
講
演
し
て
い
る
。

和
歌
山
県
の
県
立
田
辺
中
学
校
で
は
、
五
月
二
十
一
日
に
平
松

得
一
教
諭
が
祭
文
を
読
み
上
げ
て
追
遠
記
念
祭
を
行
っ
て
い
る
。

仙
台
で
も
孔
子
会
が
結
成
さ
れ
、
五
月
二
十
八
日
に
旧
藩
校
養

賢
堂
に
聖
像
を
安
置
し
て
第
二
高
等
学
校
教
授
で
漢
学
者
の
滝
川

亀
太
郎
が
祭
酒
と
な
っ
て
祭
文
を
読
ん
で
い
る
。
講
演
会
で
は
、

東
京
高
等
師
範
の
中
山
久
四
郎
教
授
が
「
孔
子
の
大
な
る
所
以
」、

東
京
帝
大
の
服
部
宇
之
吉
教
授
が
講
演
に
赴
い
て
い
る
。

名
古
屋
で
は
、
従
来
、
佐
藤
牧
山
の
門
人
が
孔
子
祭
典
会
を
挙

行
し
て
き
た
が
、
大
正
四
年
以
来
途
絶
し
て
い
た
た
め
、
名
古
屋

孔
子
会
を
発
足
し
て
、
六
月
四
日
に
名
古
屋
武
徳
殿
に
お
い
て
開

催
し
、
講
演
会
で
は
服
部
宇
之
吉
が
「
孔
子
の
人
格
と
学
説
」
を

講
演
し
て
い
る
。

鳥
取
県
で
は
東
伯
郡
教
育
会
に
よ
る
孔
子
祭
が
八
月
三
日
に
倉

吉
町
の
有
親
館
で
開
か
れ
、
東
伯
郡
教
育
会
長
が
祭
文
を
読
み
、

鳥
取
出
身
で
東
京
高
等
師
範
教
授
の
細
田
謙
蔵
（
三
島
中
洲
門
）

が
「
孔
子
者
果
何
人
乎
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。

二
松
学
舎
で
は
十
月
八
日
に
開
か
れ
た
が
、
次
に
湯
浅
邦
弘
教

授
か
ら
詳
細
な
解
説
が
あ
る
よ
う
に
、
懐
徳
堂
で
も
同
じ
く
十
月

八
日
に
孔
子
二
千
四
百
年
の
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
祭
祀

の
方
法
に
つ
い
て
は
、
懐
徳
堂
の
重
建
に
尽
く
し
た
西
村
天
囚
に
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よ
っ
て
懐
徳
堂
の
先
哲
に
対
す
る
祭
祀
が
明
治
四
十
四
年
以
来
行

わ
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
に
準
じ
た
儀
礼
が
執
り
行
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る（

（1
（

。

次
に
香
川
県
で
は
香
川
県
教
育
会
の
主
催
に
よ
る
孔
夫
子
二
千

四
百
年
祭
が
、
十
月
十
七
日
に
香
川
県
表
誠
館
で
開
催
さ
れ
、
松

平
頼
寿
教
育
会
長
が
祭
文
を
読
み
、
東
京
帝
大
教
授
で
東
洋
史
学

の
市
村
瓚
次
郎
が
「
環
境
よ
り
観
た
る
儒
教
の
変
遷
」
を
講
演
し

て
い
る
。

同
日
、
宮
城
県
の
米
沢
図
書
館
で
は
館
長
伊
佐
早
謙
が
祭
文
を

読
み
上
げ
た
。

湯
島
聖
堂
で
は
十
月
二
十
九
日
の
祭
典
・
講
演
会
・
饗
宴
に
加

え
て
、
二
十
八
・
二
十
九
日
に
上
野
の
日
本
美
術
協
会
列
品
館
に

お
け
る
先
哲
遺
墨
展
覧
会
、
三
十
日
に
南
葵
文
庫
を
会
場
と
し
た

展
示
会
と
宮
内
省
楽
部
に
よ
る
西
洋
管
弦
楽
演
奏
会
も
開
催
さ

れ
、
大
々
的
な
催
し
が
行
わ
れ
た
。　

新
潟
で
は
、
新
潟
斯
文
会
が
形
成
さ
れ
て
―
斯
文
会
は
地
方
組

織
も
い
く
つ
か
作
ら
れ
て
い
る
―
、
同
会
主
催
に
よ
り
十
一
月
四

日
に
白
山
神
社
社
務
所
に
お
い
て
行
わ
れ
、
ま
た
新
潟
師
範
学
校

講
堂
に
お
い
て
地
元
出
身
の
漢
学
者
小
柳
司
気
太
が
「
孔
教
と
国

民
性
」
を
、
建
部
遯
吾
（
東
京
帝
大
教
授
、
社
会
学
者
）
が
「
孔

子
対
儒
者
」
を
講
演
し
て
い
る
。

石
川
県
で
は
、
十
一
月
十
二
日
に
は
新
た
に
組
織
さ
れ
た
金
沢

孔
子
祭
典
会
の
主
催
に
よ
り
金
沢
市
公
会
堂
に
お
い
て
藩
政
時
代

に
前
田
綱
紀
が
木
下
順
庵
に
作
ら
せ
た
木
主
を
祀
っ
て
、
第
四
高

等
学
校
の
武
藤
虎
太
校
長
が
祭
文
を
読
み
上
げ
、
ま
た
服
部
宇
之

吉
が
「
孔
夫
子
の
人
格
」
を
講
演
し
て
い
る
。

鳥
取
市
で
は
国
語
漢
文
教
師
お
よ
び
有
志
に
よ
る
鳥
取
国
語
会

が
八
月
の
東
伯
郡
教
育
会
の
祭
典
に
刺
激
を
受
け
て
孔
子
追
遠
記

念
祭
を
計
画
し
、
鳥
取
県
教
育
会
の
主
催
に
よ
り
十
一
月
十
八
日

に
鳥
取
師
範
学
校
講
堂
（
旧
藩
校
尚
徳
館
跡
地
）
に
開
催
さ
れ
た
。

斯
文
会
総
務
の
服
部
宇
之
吉
に
講
師
派
遣
を
依
頼
し
た
結
果
、
東

京
高
等
学
校
教
授
の
児
島
献
吉
郎
が
「
孔
子
の
集
大
成
」
を
講
演

し
、
併
せ
て
旧
藩
士
に
よ
る
懐
旧
談
「
旧
藩
尚
徳
館
に
つ
い
て
」

や
当
地
先
哲
碩
学
の
遺
書
遺
品
の
陳
列
も
行
わ
れ
た
。

北
海
道
で
は
小
樽
と
札
幌
と
函
館
で
各
市
お
よ
び
各
市
教
育
会

の
主
催
に
よ
っ
て
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
東
京
高
師
出
身
で

東
京
商
科
大
学
予
科
教
授
の
峯
間
信
吉
や
東
京
帝
大
の
宇
野
哲
人

教
授
が
講
演
に
赴
い
て
い
る
。
十
一
月
十
八
日
に
小
樽
の
庁
立
高

等
女
学
校
講
堂
で
卜
部
小
樽
高
等
商
業
教
授
と
峯
間
・
宇
野
が
講

演
し
、
十
九
日
に
は
札
幌
に
移
動
し
て
札
幌
時
計
台
を
会
場
と
し

て
峯
間
が
「
女
子
と
小
人
の
為
に
弁
ず
」
を
、
宇
野
が
「
先
秦
の

思
想
界
に
就
い
て
」
を
講
演
し
、
宇
野
は
翌
二
十
日
に
も
北
海
道

帝
国
大
学
中
央
講
堂
で
も
「
我
国
の
将
来
に
関
す
る
一
考
察
」
を

講
演
し
た
。
更
に
二
十
日
に
峯
間
と
宇
野
は
小
樽
に
戻
っ
て
小
樽
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高
等
商
業
で
も
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
二
十
一
日
に
は
函
館
で
講

演
会
が
開
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

栃
木
県
の
足
利
学
校
で
は
、
例
年
通
り
十
一
月
二
十
三
日
に
釈

奠
が
挙
行
さ
れ
、
講
演
会
で
は
中
村
（
中
山
）
久
四
郎
教
授
が
「
精

神
上
の
長
生
不
老
、
孔
夫
子
の
偉
大
な
る
所
以
」
を
、
吉
田
静
致

博
士
が
「
現
代
社
会
と
人
格
生
活
」
を
講
演
し
て
い
る
。

最
後
に
、
愛
媛
県
で
は
十
一
月
二
十
六
日
に
松
山
高
等
学
校
に

お
い
て
孔
子
祭
典
会
が
挙
行
さ
れ
た
。
同
会
で
は
祭
典
、
講
演
会
、

展
覧
会
、
記
念
出
版
の
事
業
を
計
画
し
た
。
祭
典
で
は
油
比
質
松

山
高
等
学
校
長
が
祭
文
を
読
み
、
ま
た
伊
予
史
談
会
が
調
査
し
て

県
下
に
お
る
儒
道
功
労
者
二
四
四
人
を
選
出
し
こ
れ
を
従
祀
し

た
。
講
演
会
で
は
地
元
出
身
の
加
藤
恒
忠
（
拓
川
、
大
原
観
山
三

男
）
が
「
政
治
家
と
し
て
の
孔
子
」
を
、
服
部
宇
之
吉
が
「
孔
子

の
人
格
と
学
説
」
を
講
演
し
て
い
る（

（1
（

。

以
上
の
よ
う
に
十
以
上
の
道
府
県
で
各
地
の
教
育
会
な
ど
が 

主
催
し
て
様
々
な
施
設
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
講
演
会
の
講
師
に

関
し
て
は
斯
文
会
が
牽
引
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。

２　

二
松
学
舎
に
お
け
る
孔
子
二
千
四
百
年
記
念
式
典

二
松
学
舎
で
の
孔
子
二
千
四
百
年
式
典
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く

紹
介
し
よ
う
。
こ
の
頃
の
二
松
学
舎
に
は
、
大
正
天
皇
か
ら
二
松

学
舎
に
賜
っ
た
ご
下
賜
金
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
恩
賜
講
堂
と
い

う
木
造
の
講
堂
が
あ
り
、
こ
こ
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
学

祖
三
島
中
洲
は
三
年
前
の
大
正
八
年
に
数
え
年
九
十
歳
で
亡
く

な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
に
は
中
洲
の
三
男
で
二
松
学
舎
の
学
長
を

継
承
し
た
三
島
復
（
一
八
七
八
～
一
九
二
四
、
東
京
帝
大
漢
学
科

卒
）
が
祭
文
を
奉
読
し
、
渋
沢
栄
一
が
訓
諭
を
し
、
阪
谷
芳
郎
が

「
孔
子
二
千
四
百
年
所
感
」
を
講
演
し
、
そ
れ
か
ら
二
松
学
舎
出

身
で
岡
山
出
身
で
も
あ
り
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
で
あ
っ
た
児

島
献
吉
郎
が
「
孔
子
の
文
学
」
を
講
演
し
て
い
る
。

渋
沢
の
訓
諭（

（1
（

の
趣
旨
を
紹
介
す
れ
ば
、「
経
済
と
道
徳
と
は
一

致
結
合
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
道
徳
を
離
れ
た
る
経
済
な
き
と
同

時
に
、
経
済
を
離
れ
た
る
道
徳
も
ま
た
存
在
せ
ざ
る
べ
し
。
こ
こ

を
も
っ
て
老
生
は
平
生
経
済
を
も
っ
て
道
徳
に
合
せ
し
め
ん
と
欲

し
て
論
語
と
算
盤
を
唱
道
し
来
た
れ
り
」
と
言
っ
て
い
る
。
よ
く

知
ら
れ
た
「
論
語
と
算
盤
」
説
で
あ
る
。
確
か
に
渋
沢
は
『
論
語
』

を
自
ら
処
世
の
信
条
に
し
た
経
済
人
で
あ
っ
た
が
、
広
く
一
般
社

会
に
向
か
っ
て
こ
れ
を
唱
道
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
渋
沢
が
七

十
歳
を
過
ぎ
た
一
九
一
〇
年
頃
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。　

更
に
次
の
よ
う
に
言
う
。「
道
学
者
は
皆
、
道
徳
と
経
済
と
を

区
別
し
て
取
り
扱
う
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
三
島
中
洲
先

生
は
さ
す
が
に
卓
識
を
備
え
、道
徳
経
済
合
一
論
を
道
破
せ
ら
る
。

老
生
の
最
も
感
服
す
る
と
こ
ろ
は
こ
こ
に
存
す
」
と
。
渋
沢
と
三
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島
は
明
治
十
年
前
後
か
ら
の
交
流
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
初
め
か

ら
道
徳
と
経
済
の
合
一
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な

い
。
渋
沢
が
七
十
歳
を
期
に
実
業
界
の
一
線
を
退
い
た
後
、
渋
沢

邸
で
「
論
語
と
算
盤
図
」
を
目
に
し
た
三
島
が
こ
れ
に
触
発
さ
れ

て
、
持
論
の
「
義
利
合
一
論
」
を
敷
衍
し
た
一
文
「
題
論
語
算
盤

図
賀
渋
沢
男
古
稀
」
を
起
草
し
、
そ
れ
以
来
意
気
投
合
し
た
の
で

あ
っ
た
。

渋
沢
も
「
道
学
者
は
道
徳
と
経
済
を
区
別
し
て
取
り
扱
う
」
と

言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
三
島
の
「
義
利
合
一
論
」
は
当
時
の
道
学

者
の
間
で
は
評
判
が
良
く
な
か
っ
た
が（

（1
（

、
三
島
と
渋
沢
の
間
で
は

意
見
の
一
致
を
見
た
。
渋
沢
か
ら
見
て
、「
論
語
の
注
釈
や
解
説

は
い
か
ほ
ど
多
数
に
の
ぼ
る
も
、
そ
の
要
は
道
徳
が
政
治
経
済
、

日
用
常
行
の
間
に
実
践
躬
行
せ
ら
る
る
こ
と
が
孔
夫
子
の
御
精

神
」で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。古
今
人
々
に
愛
読
さ
れ
て
き
た『
論

語
』
に
は
膨
大
な
文
献
が
残
さ
れ
て
お
り
、
渋
沢
は
当
時
、
女
婿

穂
積
陳
重
ら
の
助
力
を
得
て
論
語
諸
本
を
集
め
た
論
語
文
庫
を
作

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
今
日
で
も
都
立
中
央
図
書
館
に
残

さ
れ
て
い
る
青
淵
論
語
文
庫（

（1
（

は
、
論
語
文
献
の
最
大
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
い
く
ら

多
く
の
解
説
が
あ
っ
て
も
、
要
す
る
に
孔
子
が
言
っ
て
い
る
こ
と

は
、
道
徳
が
人
の
生
活
に
役
に
立
つ
も
の
と
し
て
実
用
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
、
政
治
経
済
、
日
用
常
行
の
間
に
実
践
躬
行
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
、
そ
れ
こ
そ
が
孔
子
の
精
神
で
あ

る
、
と
渋
沢
は
言
う
の
で
あ
る
。「
知
行
合
一
道
徳
経
済
二
致
な

き
孔
夫
子
の
大
教
旨
を
体
得
し
て
世
に
処
し
社
会
に
活
動
せ
ん
こ

と
を
願
ふ
の
あ
ま
り
、
い
さ
さ
か
愚
見
を
述
べ
、
孔
子
二
千
四
百

年
祭
の
辞
と
な
す
」
と
言
っ
て
、
渋
沢
は
こ
の
訓
諭
を
締
め
く 

く
っ
て
い
る
。

３　

湯
島
聖
堂
に
お
け
る
孔
子
二
千
四
百
年
記
念
式
典

次
に
湯
島
聖
堂
に
お
け
る
孔
子
二
千
四
百
年
祭
に
つ
い
て
更
に

紹
介
し
よ
う
。
後
ほ
ど
湯
浅
教
授
か
ら
関
連
す
る
映
像
の
紹
介 

（
関
東
大
震
災
に
焼
失
後
、
一
九
三
一
年
に
湯
島
聖
堂
が
再
建
さ

れ
た
時
の
映
像
）
が
あ
る
が
、
二
千
四
百
年
祭
の
時
の
湯
島
聖
堂

に
お
け
る
孔
子
祭
も
か
な
り
大
規
模
な
催
事
で
、
三
人
の
皇
族
、

閣
僚
が
何
人
、
そ
れ
か
ら
台
湾
・
朝
鮮
の
両
総
督
府
か
ら
派
遣
さ

れ
て
台
湾
、
朝
鮮
の
儒
者
た
ち
が
儒
式
の
服
装
を
し
て
列
席
し 

た
。
か
く
て
日
本
帝
国
主
義
の
陣
容
を
よ
く
表
現
し
た
式
典
と

な
っ
た
と
言
え
る
。

四
年
前
に
創
設
さ
れ
た
財
団
法
人
斯
文
会
に
と
っ
て
、
孔
子
二

千
四
百
年
祭
は
最
初
の
大
き
な
記
念
事
業
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ

い
。
文
献
的
価
値
の
高
い
『
正
平
版
論
語
』
の
複
製
や
『
日
本
儒

学
年
表
』
の
刊
行
、
ま
た
大
規
模
な
記
念
展
示
を
行
う
な
ど
の
関

連
行
事
も
こ
の
と
き
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
日
本
漢
学
史
上
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に
お
い
て
も
注
目
す
べ
き
出
来
事
で
あ
る
。　

祝
辞
で
は
、
例
え
ば
加
藤
友
三
郎
首
相
は
、
代
読
で
は
あ
る
が
、

第
一
次
大
戦
後
の
国
民
思
想
へ
の
影
響
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

第
一
次
大
戦
中
に
ロ
シ
ア
革
命
、
ド
イ
ツ
革
命
な
ど
共
産
革
命
が

世
界
中
で
起
こ
る
中
で
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
方
策
が
こ
の
頃
大

き
な
課
題
と
な
り
、
儒
教
の
価
値
を
も
う
一
度
見
直
そ
う
と
い
う

動
き
が
出
て
き
た
こ
と
が
伺
え
る
。

水
野
錬
太
郎
内
相
は
、
斯
文
会
に
期
待
す
る
こ
と
と
し
て
、
次

の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
国
内
に
向
け
て
は
、
東
洋
道
徳
と

西
洋
文
明
を
合
わ
せ
た
考
え
方
が
こ
れ
か
ら
は
必
要
で
あ
る
。
西

洋
文
明
を
明
治
維
新
以
来
の
日
本
は
旺
盛
に
摂
取
し
て
き
た
が
、

こ
れ
を
東
洋
的
な
道
徳
を
ど
の
よ
う
に
擦
り
合
わ
せ
て
や
っ
て
い

く
か
が
こ
れ
か
ら
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
そ
の
点
で
斯
文
会
が
果

た
す
べ
き
役
割
が
あ
る
。
も
う
一
つ
に
は
、
朝
鮮
の
風
教
に
も
裨

益
す
る
こ
と
が
大
き
い
こ
と
。
朝
鮮
で
は
成
均
館
の
あ
と
に
経
学

院
が
作
ら
れ
て
、
湯
島
聖
堂
が
こ
れ
と
関
係
を
持
っ
て
、
朝
鮮
の

統
治
に
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
水
野
内
相

の
演
説
の
中
で
も
朝
鮮
に
お
け
る
人
々
の
教
化
に
湯
島
聖
堂
や
斯

文
会
が
役
立
っ
て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
て
い
る
。

渋
沢
栄
一
は
孔
子
二
千
四
百
年
祭
の
時
に
は
斯
文
会
の
副
会
長

と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
も
や
は
り
故
三
島
中
洲
と
意

気
投
合
し
た
「
論
語
と
算
盤
」
説
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
れ

か
ら
、『
論
語
』
の
教
え
の
真
髄
は
「
博
く
民
に
施
し
て
能
く
衆

を
救
ふ（

（1
（

」
と
い
う
民
衆
救
済
に
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
渋
沢
の

年
来
の
主
張
を
述
べ
た
も
の
と
言
え
る
。

孔
子
二
千
四
百
年
祭
が
行
わ
れ
た
の
は
大
正
十
一
年
の
こ
と
で

あ
る
が
、
翌
年
九
月
、
関
東
大
震
災
で
幕
府
時
代
の
遺
構
で
あ
る

湯
島
聖
堂
は
焼
失
し
て
し
ま
う
。こ
の
復
興
は
な
か
な
か
捗
ら
ず
、

渋
沢
の
歿
後
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
に
漸
く
再
建
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
斯
文
会
に
よ
る
孔
子
二
千
四
百

年
祭
は
、
古
い
器
（
幕
府
時
代
の
湯
島
聖
堂
）
に
新
し
い
中
身
が

盛
ら
れ
た
、
近
代
漢
学
の
あ
り
方
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た

と
見
え
る
。

近
代
漢
学
と
は
新
し
く
近
代
日
本
の
下
に
再
編
さ
れ
た
儒
教
と

言
え
る
。
教
育
勅
語
（
一
八
九
〇
年
渙
発
）
が
戦
前
の
教
育
の
指

針
と
し
て
発
布
さ
れ
、
儒
教
倫
理
（
人
間
関
係
論
）
が
教
育
の
基

礎
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
戊
申
詔
書
（
一
九
〇
八
年
渙

発
）
が
日
露
戦
後
に
発
布
さ
れ
て
、
教
育
勅
語
の
重
要
性
が
再
確

認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
更
に
教
育
勅
語
で
は
配
慮
さ
れ
な
か
っ
た

国
際
協
調
や
経
済
発
展
と
い
っ
た
視
点
が
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ

て
い
っ
た
。

儒
教
の
再
編
に
関
し
て
卑
近
な
例
を
挙
げ
れ
ば
、
江
戸
時
代
ま

で
孔
子
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
子
曰
」
の
二
字
は
「
子
の

た
ま
は
く
」（
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
）
と
読
ん
で
い
た
が
、
今
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日
の
漢
文
訓
読
で
は
「
子
い
は
く
」（
先
生
が
言
わ
れ
た
）
と
読

む
と
い
う
わ
ず
か
な
違
い
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
漢
文
訓
読
の
変

化
は
、
明
治
末
に
漢
文
訓
読
の
基
準（

（1
（

が
作
ら
れ
て
、
そ
の
な
か
で

訓
読
の
際
の
敬
語
は
日
本
の
皇
室
に
関
す
る
場
合
を
除
い
て
用
い

な
い
と
い
う
原
則
が
定
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
来
、
中
国
の

儒
教
的
世
界
観
を
反
映
し
て
、
日
本
で
も
孔
子
は
比
類
な
い
地
位

に
置
か
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
訓
読
語
法
で
も
「
曰
」

は
「
の
た
ま
は
く
」「
の
と
う
ま
く
」
な
ど
と
い
っ
た
敬
語
を
用

い
て
読
ま
れ
て
い
た
が
、
右
の
規
定
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
明
治

末
期
以
降
は
皇
室
に
比
し
て
孔
子
を
は
じ
め
儒
教
の
先
哲
は
そ
の

地
位
が
抑
制
さ
れ
た
形
で
漢
文
訓
読
が
行
わ
れ
よ
う
に
な
る
。

斯
文
会
が
で
き
て
数
年
後
、
大
正
末
期
に
は
帝
国
議
会
に
お
け

る
決
議
に
よ
っ
て
大
東
文
化
協
会
が
で
き
、
そ
の
学
校
施
設
と
し

て
大
東
文
化
学
院
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
協
会
の
目
的
及
び
事

業
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。「
本
邦
固
有
の
皇
道
及
び
国
体

に
醇
化
せ
る
儒
教
を
趣
旨
と
し
て
東
洋
文
化
に
関
す
る
教
育
を
施

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
」。
日
本
帝
国
に
お
け
る
教
育
内
容
と
し

て
、
日
本
固
有
の
皇
道
・
国
体
に
醇
化
し
合
致
し
た
儒
教
と
い
う

も
の
に
限
定
し
た
う
え
で
、
儒
教
を
教
育
の
な
か
に
取
り
込
ん
で

い
く
こ
と
が
、
こ
こ
で
明
確
に
謳
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
に
は
先
儒
へ
の
贈
位
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
る
。
正
四
位
に
は
明
治
十
四
の
蒲
生
君
平
か
ら
大
正
十
三

年
の
林
鵞
峰
ま
で
、
合
計
二
十
九
人
が
贈
位
さ
れ
て
い
る
。
従
四

位
に
は
明
治
二
十
四
年
の
飯
田
忠
彦
・
大
橋
訥
庵
・
藤
森
弘
庵
・

間
崎
滄
浪
・
松
林
飯
山
・
松
本
奎
堂
か
ら
昭
和
三
年
の
古
賀
穀
堂

ま
で
、
合
計
五
十
人
が
贈
位
さ
れ
て
い
る
。
正
五
位
に
は
明
治
四

十
年
の
宮
本
茶
村
か
ら
昭
和
三
年
愛
甲
喜
春
・
遠
近
次
左
衛
門
・

加
倉
井
淡
路
・
河
野
鉄
兜
・
古
賀
茶
渓
・
関
藤
藤
陰
・
瀧
鶴
台
・

中
垣
謙
斎
・
原
古
処
・
人
見
鶴
山
・
若
林
強
斎
ま
で
合
計
五
十
七

人
が
贈
位
さ
れ
て
い
る
。
従
五
位
に
は
明
治
三
十
六
年
の
芳
野
桜

陰
か
ら
昭
和
三
年
の
土
井
贄
牙
、
東
条
琴
台
、
丸
川
松
陰
、
五
弓

雪
窓
ま
で
合
計
三
十
人
が
贈
位
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
総
計
し
て

一
六
六
人
に
上
る
先
儒
へ
の
贈
位
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

贈
位
は
明
治
初
期
に
は
幕
末
の
勤
皇
家
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
大
正
期
以
降
は
勤
皇
思
想
に
拘
わ
ら
ず
、
必

ず
し
も
勤
皇
の
事
蹟
が
確
認
さ
れ
な
い
場
合
に
も
、
先
儒
へ
の
贈

位
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
か
つ
て
の
儒
教
的
世
界
観
の
中
に
あ
っ

て
は
孔
子
廟
内
で
孔
子
像
を
囲
ん
で
従
祀
さ
れ
る
べ
き
存
在
で

あ
っ
た
儒
者
た
ち
が
、
二
十
世
紀
初
頭
に
行
わ
れ
た
先
哲
へ
の
贈

位
と
い
う
形
を
通
し
て
、
天
皇
制
国
家
の
秩
序
の
中
に
処
遇
さ
れ

地
位
を
定
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
今
や
天
皇
の
権
威
の
も
と
に
従
祀

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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結
語

釈
奠
、
孔
子
祭
祀
は
中
国
に
お
い
て
長
い
歴
史
を
持
ち
、
祭
祀

対
象
は
そ
の
時
々
の
儒
学
思
潮
を
反
映
し
て
変
化
し
て
い
っ
た
。

特
に
従
祀
さ
れ
る
先
聖
先
師
は
歴
史
上
か
な
り
変
化
し
、
明
代
に

は
宋
・
元
・
明
の
学
者
ま
で
従
祀
さ
れ
る
に
至
る
。
日
本
で
は
湯

島
聖
堂
の
例
の
よ
う
に
、
宋
学
大
儒
が
従
祀
さ
れ
る
こ
と
は
し
ば

し
ば
見
ら
れ
た
。

釈
奠
の
儀
礼
は
唐
代
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
孔
子
の 

「
文
宣
王
」
昇
格
に
と
も
な
い
日
本
で
は
釈
奠
に
天
皇
が
行
幸
す

る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
祭
祀
方
法
、
祭
祀
対
象
に
は
日
中
の

差
も
見
ら
れ
、
日
本
で
は
犠
牲
を
用
い
る
釈
奠
よ
り
も
釈
菜
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
聖
像
の
様
式
や
木
主
を
用
い
る
用
い

な
い
等
の
点
で
も
相
違
が
あ
っ
た
。

儒
教
教
学
が
重
ん
じ
ら
れ
た
江
戸
時
代
に
釈
奠
も
広
く
全
国 

的
に
普
及
す
る
が
、
あ
く
ま
で
幕
府
や
諸
藩
の
公
的
な
施
設
で
の

祭
祀
が
多
く
、
例
え
ば
医
家
に
お
い
て
神
農
を
祀
っ
た
の
に
比
べ

る
と
儒
家
に
お
い
て
孔
子
を
祀
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
よ
う
に
見

え
る
。

日
本
で
行
わ
れ
て
き
た
釈
奠
と
し
て
、
最
も
由
緒
あ
る
湯
島
聖

堂
に
お
け
る
釈
奠
は
、幕
府
の
文
教
政
策
と
共
に
歩
ん
で
き
た
が
、

明
治
維
新
後
は
途
絶
し
て
し
ま
う
。

日
露
戦
争
後
に
、
儒
教
の
宗
教
行
事
と
し
て
の
釈
奠
で
は
な
く

て
、
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
普
及
を
孔
子
に
感
謝
す
る
「
孔
子
祭

典
」
と
い
う
形
で
復
活
す
る
。
そ
し
て
日
本
の
先
儒
の
従
祀
や
贈

位
も
盛
ん
に
な
る
。

旧
幕
臣
の
意
識
を
持
つ
渋
沢
栄
一
は
幕
府
の
遺
構
で
あ
る
湯
島

聖
堂
を
維
持
存
続
す
る
こ
と
に
熱
意
を
持
ち
、
湯
島
聖
堂
を
国
民

の
儒
教
教
化
の
場
と
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。
明
治
維
新
後
十

分
に
処
遇
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
幕
府
遺
構
を
維
持
存
続
す
る
こ
と

が
、
社
会
の
継
続
性
、
安
定
化
の
上
で
軽
視
で
き
な
い
と
考
え
た

の
だ
と
思
う
。

近
代
漢
学
に
は
日
本
帝
国
主
義
の
も
と
に
再
編
さ
れ
た
儒
教
教

学
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ

メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
い
が
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

は
近
代
思
想
史
の
事
例
研
究
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
今
後
更
に
明

ら
か
に
す
べ
き
テ
ー
マ
は
少
な
く
な
い
。

例
え
ば
、
近
代
漢
学
と
呼
ば
れ
る
多
様
な
動
き
の
中
で
も
、
渋

沢
栄
一
の
「
道
徳
経
済
合
一
説
」
や
三
島
中
洲
の
「
義
利
合
一
論
」

の
よ
う
に
、か
つ
て
は
古
臭
く
見
え
た
も
の
が
今
日
のSD

Gs

（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
視
点
か
ら
読
み
な
お
す
と
よ
く
理
解
で

き
る
し
、
新
た
な
魅
力
が
見
出
せ
る
よ
う
に
報
告
者
は
感
じ
て
い

る
。
渋
沢
・
三
島
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
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ジ
に
覆
わ
れ
た
近
代
漢
学
の
中
か
ら
、
新
た
な
視
点
を
通
し
て
す

く
い
上
げ
見
直
す
べ
き
余
地
は
大
い
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

注（
１
）	

亜
聖
顔
回
を
公
に
、
九
哲
（
閔
子
騫
・
冉
伯
牛
・
仲
弓
・
宰
我
・
子
貢
・

冉
有
・
子
路
・
子
游
・
子
夏
）
を
侯
に
、
曽
参
以
下
七
十
三
人
を
伯
爵

に
封
じ
た
。

（
２
）	『
続
日
本
紀
』
宝
亀
六
年
十
月
、
真
備
薨
伝
。

（
３
）	

吉
備
真
備
の
一
回
目
の
入
唐
は
七
一
七
年
（
霊
亀
三
＝
養
老
元
）
で
、

十
八
年
後
の
七
三
五
年
（
天
平
七
）
に
帰
朝
。
こ
の
時
に
真
備
が
持
ち

帰
っ
た
礼
は
「
唐
礼
一
百
卅
巻
」（『
続
日
本
紀
』
天
平
七
年
四
月
二
十

六
日
条
）
と
あ
る
か
ら
、
制
定
後
間
も
な
い
「
開
元
礼
」
百
五
十
巻
で

は
な
く
顕
慶
三
年
（
六
五
二
）
に
成
立
し
た
「
永
徽
五
礼
」（
顕
慶
礼
）

百
三
十
巻
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
礼
に
よ
っ
て
後
に
釈
奠
が
整
備
さ
れ

た（
天
平
二
十
年
八
月
五
日
条
）。真
備
二
回
目
の
入
唐
は
七
五
二
年（
天

平
勝
宝
四
）
に
出
発
し
七
五
四
年
（
同
六
）
に
帰
朝
、
こ
の
時
に
新
た

に
「
開
元
礼
」
を
持
ち
帰
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
神
護
景
雲
年
間
の
釈
奠

整
備
に
お
い
て
は
開
元
礼
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
（
大
隅
清
陽

『
律
令
官
制
と
礼
秩
序
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）。

（
４
）	

須
藤
敏
夫
『
近
世
日
本
釈
奠
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）

序
章
に
よ
る
。

（
５
）	

こ
の
挿
図
自
体
は
、
用
箋
の
柱
刻
に
「
書
籍
館
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明

治
初
期
の
作
製
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
熊
本
大
学
附
属
図
書

館
本
に
も
同
じ
挿
図
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
犬
塚
が
著
述
し
た
寛
政

年
間
に
何
ら
か
の
資
料
に
基
づ
い
て
作
画
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）	『
国
史
館
日
録
』
第
三
、
寛
文
八
年
四
月
朔
日
条
（『
史
料
纂
集
』
一
一

六
、
七
六
頁
）。

（
７
）	『
昌
平
坂
釈
奠
記
寛
政
十
二
年
仲
秋
』
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術

総
合
研
究
所
所
蔵
。「
釈
奠
儀
注
」
と
絵
図
七
葉
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
８
）	『
日
本
漢
文
学
研
究
』（
二
松
学
舎
大
学
・
日
本
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
発

行
）
に
翻
刻
を
連
載
中
。
当
該
の
寛
政
五
年
以
降
の
記
事
は
、
同
誌
一

三
号
（
二
〇
〇
八
年
）
所
収
分
に
含
ま
れ
る
。

（
９
）	

伊
藤
た
ま
き「
湯
島
聖
堂
の
孔
子
像
」（『
草
創
期
の
湯
島
聖
堂
』斯
文
会
、

二
〇
〇
七
年
）。

（
10
）	『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
等
を
参
照
の
こ
と
。

（
11
）	『（
大
学
行
幸
取
調
文
書
）』
二
松
学
舎
大
学
所
蔵
。

（
12
）	『
斯
文
』
第
四
編
第
六
号
（
一
九
二
二
年
十
二
月
刊
）
孔
子
祭
典
号
の 

「
各
地
祭
典
記
事
」
に
よ
る
。

（
13
）	

西
村
天
囚
は
明
治
四
四
年
一
〇
月
五
日
に
中
之
島
公
会
堂
を
会
場
と
し

て
懐
徳
堂
先
哲
の
祭
典
を
挙
行
し
た
。
東
大
古
典
講
習
科
の
同
窓
で
東

洋
史
学
者
の
市
村
瓚
次
郎
に
祭
典
の
記
念
講
演
を
依
頼
す
る
書
簡
の
中

で
、
西
村
は
「
祭
典
之
儀
ハ
釈
奠
を
参
酌
し
、
講
経
論
議
之
故
例
に
倣

ひ
て
六
日
七
日
の
両
日
ハ
講
演
会
開
催
之
筈
」「
及
門
諸
老
十
人
許
献

撤
之
役
目
に
て
、
儒
式
と
は
乍
申
損
益
不
少
、
今
古
参
酌
に
御
座
候
」 
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（
市
村
瓚
次
郎
宛
、
西
村
天
囚
書
簡
、
一
九
一
一
年
八
月
一
一
日
付
、

二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
所
蔵
）
と
述
べ
て
お
り
、

釈
奠
を
ベ
ー
ス
に
し
つ
つ
懐
徳
堂
旧
門
人
た
ち
に
献
饌
・
撤
饌
な
ど
の

担
当
を
分
担
す
る
な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
14
）	

一
九
二
二
年
に
、
服
部
宇
之
吉
は
本
稿
に
挙
げ
た
よ
う
に
少
な
く
と
も

五
回
、
全
国
各
地
で
孔
子
二
千
四
百
年
の
記
念
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

（
15
）	「
孔
子
二
千
四
百
年
祭
に
就
て
」、『
二
松
学
報
』
六
号
、
大
正
一
一
年

一
二
月
刊
。

（
16
）	

並
木
栗
水
や
楠
本
碩
水
は
、
三
島
中
洲
「
義
利
合
一
論
」
へ
の
論
駁
を

残
し
て
い
る
。

（
17
）	

大
正
十
一
年
の
孔
子
歿
後
二
千
四
百
年
に
当
た
り
、「
論
語
文
庫
」
の

開
設
を
思
い
立
っ
た
渋
沢
は
、
女
婿
穂
積
陳
重
に
『
論
語
』
関
係
文
献

の
収
集
を
委
嘱
し
た
が
、
そ
の
収
書
は
関
東
大
震
災
で
灰
燼
に
帰
し
て

し
ま
う
。
そ
の
後
、
有
志
者
の
寄
贈
に
よ
っ
て
「
論
語
文
庫
」
が
再
び

作
ら
れ
、
渋
沢
邸
内
の
晩
香
廬
に
収
め
ら
れ
た
。
渋
沢
は
自
著
『
論
語

と
算
盤
』
や
斯
文
会
刊
『
国
訳
論
語
』
な
ど
の
啓
蒙
書
の
ほ
か
、
林 

泰
輔
『
論
語
年
譜
』
な
ど
の
学
術
書
の
刊
行
や
貴
重
書
の
複
製
も
支
援

し
た
。

（
18
）	

渋
沢
栄
一
は
二
松
学
舎
出
版
会
か
ら
刊
行
し
た
『
論
語
講
義
』
の
扉
に
、

こ
の
『
論
語
』
雍
也
篇
の
言
葉
を
揮
毫
し
て
掲
げ
て
い
る
。

（
19
）	

服
部
宇
之
吉
「
漢
文
教
授
ニ
関
ス
ル
調
査
報
告
」（
官
報
八
六
三
〇
号
）。
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